
単 元 指 導 計 画 

単元の名前「世界の農林水産業」 

□単元の目標 

 世界の農林水産業について、自然条件や社会条件と関連付けて農業の地域区分をとらえるとともに、現代世界の農林水

産業の現状と課題を考察する。また、世界の中での日本の農林水産業の課題を考察する。 

 

□単元の評価基準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

・世界の農林水産業に関す

る諸事象の分布や動向な

どに関する考察をもと

に、世界の農林水産業に

対する関心と課題意識を

高め、それを意欲的に追

求し、捉えようとしてい

る。 

・世界や日本の農林水産業

の現状や課題について、

系統地理的にとらえる視

点や考察方法をもとに、

多面的・多角的に考察し、

その過程や結果を適切に

表現している。 

・世界や日本の農林水産業

に関する諸資料から、有

用な情報を適切に選択

し、状況変化の推移や地

域差などを読み取ったり

図表などにまとめたりし

ている。 

・世界の農林水産業につい

て、自然条件や社会条件

の違いと関連付けて農業

の地域区分や各農業の特

徴を理解し、その知識を

身に付けている。 

 

□指導と評価の計画 

次

程 
学習活動 

評価の観点 
評価基準等 

関 思 技 知 

第
一
次
（
１
時
間
扱
い
） 

○農業の発達と分布 

・農業生産活動と自然との関わりについて、主要作

物の分布をもとに考察する。 

・農業の発達を理解し、土地生産性と労働生産性の

違いを説明する。 

 ○  ○ 【思】農牧業は自然条件に大きな影響

を受けるが、どのように自然を克服し

生産地域を広げてきたかを考察でき

る。 

【知】土地生産性と労働生産性の違い

について、説明することができる。 

第
二
次
（
１
時
間
扱
い
） 

○農業の地域区分① 

・世界各地の自給的農業が立地・発展した背景につ

いて、自然環境や社会環境、歴史的経緯などを踏

まえて考察する。 

○   ○ 【関】伝統的な焼畑農業と近年の焼畑

農業の違いが、自然環境にどのような

影響を与えているか資料から考える。 

【知】各地にみられる自給的農業の種

類と特色について説明することがで

きる。 

第
三
次
（
１
時
間
扱
い
） 

○農業の地域区分② 

・世界各地の商業的農業が立地・発展した背景につ

いて、自然環境や社会環境、歴史的経緯などを踏

まえて考察する。 

○   ○ 【関】我々の食生活の大半が商業的農

業の恩恵を受けていることに気づく。 

【知】混合農業、酪農、園芸農業、地

中海式農業について、それぞれの分布

や生産される農産物を説明すること

ができる。 

第
四
次
（
１
時
間
扱
い
） 

○農業の地域区分③ 

・世界各地の企業的農業が立地・発展した背景につ

いて、自然環境や社会環境、歴史的経緯などを踏

まえて考察する。 

 

 

 

 ○  ○ 【思】企業的農牧業の分布が、どのよ

うな歴史的背景と関連しているか考

察することができる。 

【知】企業的穀物・畑作農業、企業的

牧畜、プランテーション農業が発達し

た理由を説明することができる。 



第
五
次
（
３
時
間
扱
い
）
本
時
１
／
３ 

 

○現代世界の農業の現状と課題 

・主要穀物である米と小麦について、生産地域や輸

出入の様子を理解する。 

・大豆やとうもろこしの生産拡大の背景やそれに

伴う課題について理解する。 

・穀物メジャーが国際化する農産物の流通におい

て果たす役割について理解する。 

・農業の国際化がそれぞれの国の農業や人々の生

活にどのような影響を与えるか考察する。 

 ○ ○  【思】緑の革命が発展途上国にもたら

す影響や、アグリビジネス企業による

農業のグローバル化がもたらす影響

について生産者、消費者の視点から考

察することができる。 

【技】複数の資料を活用し、米や小麦

の生産地や流通に関して、多角的・多

面的に考察を深めることができる。 

第
六
次
（
１
時
間
扱
い
） 

○世界の林業・水産業 

・それぞれの地域の森林の特色について学び、持続

可能な森林開発をどのように進めていくか考える

ことができる。 

・世界の水産業の現状について理解し、今後どのよ

うな課題が想定されるか、またその解決に向けてど

のような取り組みがなされているかを説明できる。 

 ○  ○ 【思】森林の分布と気候との関連につ

いて考察することができる。 

【知】林業と水産業に共通する課題を

「資源」の語句を用いて説明できる。 

第
七
次
（
２
時
間
扱
い
） 

○日本の農林水産業 

・日本の農業、林業、水産業の特色を理解する。 

・貿易の自由化が進むなかで、日本の農業が抱える

問題について、新聞記事からまとめ、発表する。 

○ ○   【関】日本の農林水産業が抱える課題

について、新聞記事から読み取る。 

【思】日本の農林水産業が抱える課題

について、考察することができる。 

 

  



学 習 指 導 案 

 

日時 令和元年１０月２３日(水) 第５限 指導クラス  ２年５組（男子21名 ､女子16名) 指導者  

教科(科目)    地理Ｂ 単元名 世界の農林水産業 

教科書  新詳地理Ｂ、新詳高等地図  副教材 新詳地理資料 COMPLETE、地理統計2019年度版 

本時の主題 現代世界の農業の現状と課題                                         本時（１時間目／３時間） 

本時の目標 ・米と小麦の生産地と流通について違いを読み取り、複数の資料をもとにその理由について考察する。 

・資料を適切に選択し、学習課題の追究に用いることができる。 

評価規準 
※本時は４観

点のうち右の

２観点で評価

する 

思考・判断・表現 資料活用の技能 

複数の資料を用いて多角的・多面的に課題を考察

することができる。 

学習課題の追究に適切な資料を選択し、活用するこ

とができる。 

指導の内容・ねらい 学  習  活  動 指導上の留意点・観点別評価 
 

・本時の課題追究に

向けての動機付け

を行う。 

 

 
 
 
 
 

・本時のＭＱ提示。

課題追究① 

 

 

・課題に対する予想

をたてる 

 

・グループごとに、

資料の読み取り作

業。 

 

 

 

・根拠資料に基づい

てグループの意見

を発表する。 

 

 

・まとめ 

 
 
 
 
 
 
 

○隣とのペア交流で意見を確認させる。 

○意見の根拠についても交流させる。 

○米と小麦の生産国と輸出国のグラフを提示し、生産や流通

に大きな違いがあることに気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○グループで話し合い、理由を予想する。 

 

 

 

○個々の資料から考察するだけでなく、２つ以上の資料を組

み合わせて、貿易相手国や流通について比較しまとめる。 

 

 

 

○グループごとにプロジェクターで提示した資料を使いなが

ら、理由について発表する。 

 

 

 

 

○自己評価 

 

○プリント提出 

○プロジェクターで米、小麦、ト

ウモロコシ（大豆含む）の生産

地と流通に関する資料を提示。 

○資料は全てプリント配布する。

【関・思】 

 

 

 

 

 

 

○４人グループで活動させる。 

 

 

 

観察机間指導【思・技】 

○流通量の違いについて、複数の

資料を活用し多面的に考察させ

る。【技】 

 

 

○根拠資料を的確に選び、資料を

活用して発表させる。【思】 

○根拠資料をプロジェクターで投

影させる。 

 

 

 

○次回に実物投影機を利用して何

人かの意見を紹介し、フィード

バックする。 

 

 

 

 

 

Question 1 
 次の３つの図（資料①）は、穀物の生産地とその
流通を示している。それぞれ何の生産地か？ 

Question 2 
 米と小麦の流通量や貿易相手国が異なるのはな
ぜだろう。 

まとめ 
他のグループの意見も参考に、流通量や貿易相手
国が異なる理由について各自でまとめる。 

全体で意見発表 

考えられる理由を予想しよう。 

資料を用いて、流通量や貿易相手国が異なる理由
を考察しよう。 


